
'1 'tO -f:， 

〉ド

設きす々を二とが 、まだだいぶ‘の二フごいる気iJ.;"、 する。ちっと t， く同教乙

二之主らに題迄芝還しと I¥ .G:-がらこう邑フのちあ、かしいが〉ごの級圏在存リ t

たむる内ちを「報告」とよ人きし主うこ之に lユ，ごだわりか・ 5あ ~o β、つう義吉

'LI¥う L ちう可否んでしまった寄fヰε関I¥.:，'のあ三号三百にあとから iZ'..主主9"~，言、

けという之タイルE とるこ Z 乏~\計百三のだ、ろうか勺手当に主主主尽ごと I~ 、演

して :吾んさし立ったことさ広7J:1 ¥し. をうしt こEこのヨえき lユ.当事芭 Yこp、号事

三首とがいう区兄1¥だてが・いみ EDっと lユ乏之ち汎むいがち。 1情需のまり手 /受

け手げすん厄リチ1にす五 Yこいう7夜王者、嵐長に一株主由ヲ:‘五d;!) Jユ.いた五とこ 3

か・民主長さあ五と¥¥フ真実に eiEふらいて 1¥.J:う。 定、から二二きt;;. T;J. にか甲I~'

から眉旦へとむかう告とm.きあ q た D 亨るふう疋伝主主i7"あろわけで、lユ7a-l¥~ ただ‘

否定名隈リ普霊的忌二之主~\ま誌三ということが‘あ 3rでけだq

t'!5ぐんか、現五， 辺、三をと・う通ってきてとこにいるのが， む‘二 lて電子力、<' <?い三

のか一一こういうこと"E¥ ¥ち|主んよく泊ぅ之¥¥三のか・0白人きあ三三.畠える

下き Zうが? 117"Eし定まら断 U之そう色ヲさしまいた1¥~1歩守三。わたしのこと

E"9み守山 zぞ'しつつくし之口ちをのかり ごC乃わたしのほかにある巴の刀¥，を

うも之三程穫の畠己邑草案きてかす ='lこのた主れようにしているつモリきあ~'"

. 12': 11-" ')?しきと。誰モ三割、ごう自色たク ，.s:!Jきあ~~寄るなち.をニにf也苔m註

入る熊日なく，租互理~のた併の対話 R与をあ1 をあリえ尽 1 ¥ことに芯玉(3'I:J.ら

1¥1J'? 

詮に"t!.よ.e.'βCん に Lがわから怠¥¥乙，と‘，s，'ん以件の人聞にJ"d.うかか‘ I¥しる

す八“e芯 1¥ d;う J:;:: ど ß~， い 31¥3，あ Z与の l立たしかだ。を取にまた， s，12.‘んか

らよく切りつく芝うと債にがlす，長丈締めエ宇 lしギーを三卑申立 tr"2:1¥ ~のtJ'I"， 

I手分忌らぬごの(;， s>:.'、んに対し之さある， どいうごと壱あるの-tう!こ，情矛反

l 

をo南がらち弓2':ç，また周 1\SC7> 度合 ~H う帝ずらちフ2'l7， C' ~ミん E 6'~"ん

か‘いち口人よくわかフ之¥¥ ~と I ¥うこと 1;;岡ら甘さ、. ¥1立立ち疑問的手LTせT;j:"L" 

高、ら Eいようにみえ三 o 芝 山 に モ ず か わ ち 手， l ¥っとう lユ亡、tYJlこ得、庁、られた問

l ¥ tJI:・なお浅くaVfLな I¥ ):こ母どられ五と亨~'lこ， をれl三， いまたと、った4うた牟百{屯

忍従連サら 事委の主教 E忌くすことか Cき芯 1¥， ~ I、うことさ・ほ民主少ヨうか。

広l二か宅返さ汎Z l¥diT?i)..-トホ羽玉。(セち玄人ふと l手ここで、， フロイト;え

め抑圧訳、制の考 ZI)芝司うちた、し之. 向置によ勺之呆~Str\思1\照リおさらかに

与ら G'"\ 自宅 φ真実がまた隠さ ~I\ Z 1\ 三の千三、~こ邑い0..ることモラぞき玉。をつ

いう=てらあるのかしらな J\ι ，あゥ之巳か ~ìh 怠 1¥1ft') 話7>"夜葉にわたリす

ぎ芝うた:し， た、¥，.¥ ¥ \ちわたし I "d.、 =c乃古完2命をあまり包用し之~\G:. \\σC' ， 二こさ、

この註忍!芯とらむ 1¥ことにす三百〉

ひとかり ひ目立、‘んさ b‘点、んのこと Eとらえ白主札広いようにお‘ 171¥，註か伐のふ

とG.~ C' ，<$(んについ "2: t;--:> ~ました畏~し E!弘之てく仇~ず:t;しれた主1\之走え

てしまう. と 1\ うこと7J.・'æ~。二仇 lユ， 当人 ζ方自己理由主やみ7析が、平積え邑u.-e.め

Z あ~.J:' 9 t::，もし 3包くの茂会， 自己 F霊鳥号の立が!亡11!ζ芭 t穴あらわ L代さく~こ

とめ I¥み E. きちんと晃意って 1I志ハ ιとリち対たで1¥6)たm王子易ミトと解

亨へも、芝さ‘あろう。 自己窪解之 1¥ ~フ作業にむうしてで叉付 E 二とに T& ~の l手，蛇

首さ・あき二 ζωG〈んきな l¥こと〉仁志とづ・く. ヰE ミ~ Iユlユした地的尽主吉良民{ち

あ2，，， 何百さあれほ・いYこやすやーぢ'(7ミごるをのよう広f町主lこ，いさ:、 ピふんが， <b' 

りたとうヒず~-= ~こ Id-.， まことの至著色きあ，)• ひ Zつの珪戸ROJ~fî' Zに岳 I¥さか

ろうどと司芦甚之広三乞ののように室見:r~Il ~にすき‘ L討しちょうむ果F良謹点、枚・

つ1γ杷えられ喜二とに dラて数直武史I支払 Eつめ 1主系ヒ LZ::関心‘三ぷうに.自己

直角与を真前ゴ'tt~ためにをこにヨミめられ~の広， 。点‘んのあリえ広I~ -視点，

張主持志位也尽のであ言。色、から.具往酌な代Z吉駅、οβぐ人について岳、ういうこ'(.

E担っ之~ \ るかという与う江事長関~Ið-，自己理慢の内容をふリ筆力、広Eのと

し之ゆくう之 2-，本当Id.あ手りたιIこ1a.らた工 1¥0 くいかに7f，Þ'~::r才1..;tうと.貯

金、Bがら . ιょ住んかど/J..6'点、んが理解ιたことしか理局平C'き怠ハのき ado)

肝 寄広 のほ ，芝 の具 体E幻忌同昔1犬、， U Lのなかに 6'S，・んをと2の前にごtらけた、

91手が J;J..~< 広三 J う芯危守主必三t コか、けE:CJ [¥'さま可ず芝、、うが， なのだ。二川

かじ 阜己T霊島阜のなかにあらわ叫してくる免琶の一般向ないみだとちっ z~可~ ¥ 0 

1.1. 



話~<;:七このよう丘Jt吉(向性〉の à: Z にたってき. まゥたく怠亨す川、士大な¥¥

|まと隠す7 にさ~\¥ a T2.¥ "5つ d r:tぜ・ならこ肌二を. ~\ はぐんの表:r~の首長出す健主うの全

体 に いっきち宿抗してし立う eょ う存，淀黙の険しさ、均三旬、ち。モLl-"t位、尽んて

うの f巴富 であ~CS- !)立さに，とt3~'んの事態の怠かさかた く尽に黙しでかたらぬ

一陣令，全員三志観と白あいだき3まれる主慢の直に対す五 Eう Gてつの . 1売見

の珪さef)~ 0 むのよう民支摂乏のいと己み壱， 2t.!告にきE財ヲ7a.t::のの向lに う邑Jし

てゆく立之 lて. さしあた¥)いったんほか芯らすいこのよう E烈セるfて吉(1マ内〉

にBdn芝↓t¥.，そ llL-e.ZE去、之ていくので;Jd. I寸L札口、思 らむ いo を してわた しか聴うに 0.

Bにホあ 3烹J毘の丈 t\さ 13 ，芝 ~n'が~.、 1Iしl問、門のだ芭 (1で?を ) を君、えでき之れる

かにふフて，すG.~わち，澄 lt\が支択したてハミ夜黙の箔宣lてd:っ之，酒l ら ll\. 3> 

の で あ るo R't:J'ら烹1貝苔たら人工亨 3とめ fユ u;3.:.人(.7)1a t7'に Zユミ々 、く λ ミヲ忌

佐重(旬性 〉 左 寄:.:t.if)¥!"と， 日々をl!¥にτ霊を王手之 ， 1 ¥フ芝つ丈きく者て 三ふう

にしな l了1¥¥.1;]-1a.ら7喜¥¥ 3 良廷のでき説 ， 摂~ ， llIJ訟の た ぐ い， をの尽か .芝とか、

ら ε たらさ~\¥ a 1::ののすハ“て l手， ごう Ltモ糧言てあ 3う こう LZ Jli抗I¥.あ官・三，ゴ

しあたりた黙とよ人 Z、ヨヲ 1¥ 1ミミ臼陀百に陀世 )J&. ケロノ又の如くに.湾さき

ょう℃す~表T更をき岸 l示しわ、らち許二ヨテ，もさほ、リ日食ら耳、う '[.1寺ちかまえで い Bo

一町内 色111主的五対みとは， この夜燃で三便性之の .a誌にわた三時間以タトめ壱

のさ己 1\0οBぐ人の表1立や許為のつらkJ.りが‘二主1t~的にむのぷてう芯 l ¥ JトEI寺ち

「手七、尚之 ，，:るのか， 、立H¥ε 亡、よんさみつ 5 ろフとす 3J*-令 !亡!ユ， 乏ll¥1声・!立たし

さを、以下でけの大きさめた尽、 げて'I~) をかいくぐってをさの (j‘ちの方、左，討し之

J+ llL{まよい o

さ z.， l' ~整理仁たJ フ B ごと Id=-， つトf私自頃た‘れもがわさき之さ ¥ ¥ a. Id-否、の

三とであ芸。芝二て.、 つぎに，三以を下取さにして わたしの 11記 号 皇 閣 持 " の

規正E自己主♀たしとみようo

た武ん 1\ 記号~~直1論"の f工寄 \d=-， 目下祈りか之し隔を9'さ‘-i.阜の課題をら

とつの f号季節色ヘむかつてご二立て子包むこ 3 き も前交ジ二ん さゆくと いう段南 に，ぢ

ょウと亡Tしかかゥ τ1¥るところだ、 r..ちえる下ぞろう。 この間閣のふとつの執すぎ叉

臥， 1宅 業主3までの奥隼酌13.fJミ取り官、お εい碕かれ lふじめ.府間的 E見直しの

幸とにお7J'~tLるように芯三. といフニ't. r、ぁ ~o t方りかえし隔たさしかかる乏

Geppo i5 II工

<: I手 存主主þ" ちがって い た。 2 庁~~日五、ろかJ 一担附でき にと点、人 F合ie: 3t.之

!ちi'E"し Zl¥五二とにt:J~の工作てT え，わたしピし人軍目見当らつ か T.J. I ¥とい うよ

うた 思!色に，あ HLヤ二 L¥¥.やの作業l亡浸入していたの守あち。芝 11¥Iて対してい き

思 全tttにささ三た‘門拡駄のl).I ¥底¥f需危下ラ γ ，繁 'iE1â.砿p~乙主祉の ち と に

萱存さ 11¥.;;) ~こ いうこどかー ・， より l¥つをつ色、鼠に示、かれ五よう に市リし

町〈エジめたし Iエ， 一冊 の言切 Eう計1芝、ヲ ごモこち企図 L 之， 二の仕事E泊めた

ので、あった。乏 して 茎鞠 ("1エ，と‘つ 才1¥にEVJþl I 二7 れ，校名か手にl:つ Z 墳 ~n咲

リ. 命て打明す ð ことのでき~ t.のさ・な け11¥.1ま・芯らぬ。こうした零請にこたえ%

切の芯かた主尋問の事噴だ1，"e ふと拐 くフでリと の 二すために rd-.. ビゅク己ぐんに

精守、 E f事担〔持邑 〕 活時 ~Q六乏して組ヨトあ 庁、('J)‘いたうえさ、， をtlH>(9卜仇不

零厄零;号、E三す々、之=、をさρ 若してし 3 うモこいつだ、|す σ}覚悟か、必雲さあ玉。たしか

に， ちえつめら H¥1三内事の εめきあ11\.1立・前三 lユピ、民~1A;.}'限量的に間;需に たる

の!手a-ち がどい 1さい。 l炉尽く乙 tたl主の精度 }手じ、ぷ じふ に高 く尽号ふ うに. 二け1

5王舌乞作業をすすめてきたっそ D であ玉け ~t\ と'E. . -eらきんごの干歪~で r;J 吉正J、

千ヰ文ト を飾みた、苦に 民警む木:草 から lユ I~と乏いのさあ 3 0 一一こうして ，現

実の間開モこして作業昆 3の日程と盟主し E与え忌け肌I'J:・1三ら 7ユ¥¥わ l寸で、あ 玉か;

二!.l1.1芯聾ヲ三に喜7喝をそこ二こにち ν)d;'めでゆぐ二之にほか芯ら 7ユいと cSえ

るのさあっ之，得タトにぎ つ ¥¥亨株 主に 1三り そうだ。

t;1-~ o'lわたし Id-，事館、き軽く F与えて いためち cヒL¥うぶつ，二℃芝ら殆と

老えた 1¥ようにしていたためとあり、〉金持め作業l之待 2唇マメドをつけられ 3

L 巴草 して ¥¥']:::0 をmからた三撃のほう l手手じめに続けたっちりだ羽、J ヤ訊て.

土いし ょ にわたしか;、琴え ていたようむ 茎 初Eうみ F吉、す といっ 70ランのためにlム

Z 寄宿'd/.ユてて管足リる~の '(-・ は厄\¥ ~こいうこ之が l手っきリしてミ長 。二二ち

呂帯、を切 ν寸 I¥，'~ '( \\う討閉 め '危うちちあ~のた、三 うがぺ を以 2，1互いった1¥0.に

をしてい三のかわか i?i.;}.¥¥o

2.7.iの予定さ l手["めた作業が3 1.if:にのむご，4官官‘かリと fユったから Zいって，

乏の二と息律支JIにと・うといっ二ど I-:J..江 1¥. F-た、 当常，付足して，買4-~更し E 門的

I"J:、 Tð- ら 7吾 川二三 l手 Ih Z く 3 0 たとえぽ資金くと時四〉の障環雪 ~ r手じes'>t亡きF当て

のつい之いた賞金ほ 2耳4うち，昨号早々に邑をついたかち. ~ (7)後しlユ♂らくは、

lV 



あ ち こ ち かり信金をしてつ存 1¥ 0'さた。金l手あとめといくらを支え何、 5台、しら芯

I ¥ D<'. いま|手首ー にふリ日íí-~十かい号主主. と考えたかあ ちあ 256 をの孝之/;f.I ¥ ~ F主

つZ い7a1¥rPllむる， とさつ芝うい つ まεち静去とliらlj¥3蓋当 zロー1二トL¥ 0 を二 c.~主

要σ1末 _ lD同から • ~!ft色うち ε・ 音 るからの 7ル・ 1 '::' イトE:6.色め z 二ヒ lごした。すい

つEこ以師め程;聡から色っ之. 手 陣ふく二厄マ三つモラりさいたのだか‘二茎とあ't

Zみ zζ 由主要殺を風王宮 l二控えた 11、等生さ繁盛し， ¥ ¥ l' /衡をし古言、、て L互

い， 大 唱l二日用 β 住っ之し 3ゥ下三。 百こにかく同胴上九、寸断ざl1¥ _ ~莫とP かもか:ι!\~

±之J>'Uたた、し¥¥ 0 とくに 12司に!ユ ， ご、再知Olcようにト主五百ミ人 m急 に 入

吃す三という幅三f't主主なっ之奔走tr::芝、、三乏之守， わたしのt害事的fd.う 1:1すつが

りスローザヴコ/す玉ことに芯三。色分さ之ちんだ会:乙!さいっ之乞，こういう北

眠、で臥いつ;:1<:'縞<と17、と I¥f，、駅に広三Lのち 1¥たし元 7主l'。とにかくわたし

のt 事にfd-，一主宰蔑以上ささ ~1ぞけ提出今回国\é 没入しtJ- 1 ¥ヒ ，掃があてt7忌

いの む所号。=III Q‘ 早世肺Yについた IJ-うが， 仔~ lJ'にzし官、ゥたか Eとし 1.¥-¥.sI¥ 

さl三ι¥¥V' ? を人1al汽，ちぷうど、悪書立化加ヰミ問ど日うところで、!ff7寺若干名

を葉集して¥)ち之¥¥う託手世田につき，百三、ん忌願寺町均台さす寸デヒ間 1¥あわでで

み三ビ . 零す互にヌラヌうして¥¥I/Udどよ 1¥it:ヌトらしい。をこを.ちしかした

ら土肌lふうきい管nさ口さ lろ7a1 ¥ 7ヅ之臣、人ピ人をの買に存リ ， 公苓 Tg..&r芭の l之 Io-

とめて氏:EZしさみた。結果 .τF-f，f，矧と足専1スいあうたが¥ 乏えさJ-tl九段、をたあき

応罵蓄の忘かがらわたしのように粗ちが1¥0観世oし川ぬ開常吾を1EH¥あげ三

と¥，うE空 白 t広いの穴、が与，融主望号芯¥¥こτむあちう o 一一-~乏う三つ万三うち

!こ中宮寝耳ミラー?を'/t主催ゥたの G'_ rlし)¥"イトめ f写う広ぐ、/....'(整理したがち，

事態lユ7といそう'改芸τrlt¥ tと。ミこう&ん l;di:r:事にうちこある各警が Eことのつ?とと

ぎっている。またう三互 いを三毛ω 口ざとあ IH. )正'~こでかく， 邑下降 Lわたしのイ工事を

むんと、ん史ハ'00尚 之 1¥くことた、円 I亡集中していよう。

せ守かく H記号室間給付 添い祈リかzし府 l二乏し之また百三つだをうといううミ乞

のこのt3:~っさきあフ 1ミのさ"Jt首l ごのとこ~之ラシヲb L:-' ゃ忘れの"と I~~c

してくレh.三間l賀原~\.1をり ζ、延砲し千ミ e スラシ 7'f7'.. ~tテコこ主主的 U\~I\ほ、 に定茶、の

仕えにモよ三 fX) わ 3・・わき、言支之で<\，(\ ~λかぐいる仕「三、かちぎづきこをう 1= 渋まっ

Z¥¥号。しか Lわたしめ本ヰ初め用事ささ八:rr手.とでちこん/J-tめさ口1三lt¥~ご

し札まざ、たっ?とひ℃う仇年君事にとりぐもあ 1¥tどにさっと. いくつ t 丈芝1â-~慢のうlP.

Geppο15 V 

リがあ三C乃p.."1恒夫、、っ 1モo 亨ごし宰た話~ 1，\'1. 1::1'、口~ミ主どのち 問、却になり，かと

か『之すこしをカピ 与がど"' ~ど . 息 ε す互の毛布、札乏うに己ヴモ。し刀、きに、 E7

2韓 YZ句どで• rユ，木監恥と己主存吟I臨lきち・の聞でき式外，'d>So 百;i主ヤ芝{ ~ パし e しが

し い Zわたし除問澄'B I\U J託 0' ~? Z. ~、人口高風 1二 t モま U~ 孟つ t り言、))00 

転手主しむ1¥という陳託lム-trJ忌いが，よし人/;1"Zう [S-. たとご丘フ， T.J ¥ ¥と. ijミ

左くくっ之いふう。 くわたし E空恐う区l暫にみと、， ()つ 13-、 z官三手配たかか、しlr¥

てい 30)

しかし，曲り広りにちこう老えられるよ〉に尽フたの!手，今回の也析をさ っ

か lアl二. if) 1三しの UlJ'にま定、時昧己主151ラモこをはtEめ ぐ 3L笠述Lかのこ勺?いたこ

之に l志づ‘き. をの等チyかをJ買1¥t虫ず~ð.うにつ Yこ的 F三 l湾与置さ広三。芝 ll\ 日とり t

fa..j子主ず¥ モリtをごあらた|こ c"o，'んのlJ.t' r= 向 't主; とし之惹llJI つ灯、自マヲ望Êi~~q

すめでいぐ F戸支 3・ あフ .~c

盆;主主OJ同室さという仇(;J. こう Z、あった一一二ん芯ごと乏して 1¥ 2.，紅色主(

昇〉から i誌を切ら LI¥.~ょう忌ことに Tà フ Zctァ sゎ尽けのか? 二~t\I三も三ん，

現に矧l息めようにし 2 あ~ t:t.会主主(果3 と、わたし ζ台、わたしめ作業 との関iみ

伏- U'βえんで・よく酒1Ul("い包かゥたこと，あるハ l二人わたし忌Uわ J:::しの作え

ぶ;・票前話。に佐念写〔卑〉からF巨斥主しIl:きかt-し HL7ユ1¥:ご之を.いわ U¥:e芯しに

l侍 れ 三 民 ずf丈夫、正ムヲたこと， の正ちらわ ~/l さあ玄。 こう L1三時昧で I'J-， わたしめ1d-'

かに i事りこ人きいる包念写〈罵〉の反乱、販急からや， <:ミ!(' ¥ ¥三':>を¥'(、制l

lエ. わたしの仕事かピスロー今、ウ〉し之川正Eうと. 1不み l与く需主主主己J釘琶をつづ、

l寸言ょうち E己のが。わたし lふ芝υl"E. 1D1三 LcJ¥烹7畏のzえに主ち!手]2'-0d均百

〈位性)之 L之- (;; f女人の奇妙にI"'Jフオリ畏据え怠け凡lま芯らな 1¥ <3 

この主党の孟憶の知の政略E ひとこ乙言、の~、旬、 lな， た t式伐え夫、、人"つミず?'、、つさ

こん吾 l臥6.1けjレ、尼、しlにこし_ r少しヴつ月~.，之口< 11 をこ侍ちう。、士山に討しでわたし lユ，

童 l寸 lぎ~く Iユむ j志じ的での時点八弘之しまい，立方立すげ更守ざらしの智正一切に

后ヲ之均く， t乙1¥う賓が‘し之 t1三o このち甘い/;;:.'(j人 f三、?1 eしこういうち1うで

いか'~る存ら， ひとがそロ柄、を砕す・からの漫匿の zうた恥芯寸とこ ::$C¥， ?lJ Eし

1J."芝lhE び品、、えの要領〈ひトr人 ζった~Scろ1i!'者〔伶't~)) のようにがを之之 L a-う.

と¥\う乙ころヒ S~乙づ‘<。わたしにちわせ 3 むと3 ・前壱広、回Cろ烹践の患íf'ïSR

の在主乏を t芝彦えて ¥ti 7ユL¥ 0 つ三リ、正口み長至急三‘あ三。=の士苅乙|手 未問的王

Vl 

に



琶をいきtをのままれた古川之刊さ， しぶセ人 l手らとごと U'ふんが量三ミtc乃0・

HlfJ.'よ 1¥ヒ 1¥う句のお1用甘さ封l穫にねっ"2li:5， 同E怠の主固さあ，)， 任主主左衛E

し之偲F1f¥L .J.うモこす zょう ~T宣性 jY t-っとt住之てき仁ぐ l¥l弘、押iDめた?。 に慢

を につい之l手 宮11の析に z下三品川3っちり.) こうした理性と~持 LH. 三区民リ ，

わたし|志向こ三全でをrnえとしお 11t1L隠ρBら芯いか-tレU'¥.gレ1.，

士さのさ迫U~ 拾す~，い d- (7) ifi r-しの見場と自主再 l手，二うさあ~一一一わたし

とた念きく県】との間隔t:t.‘かリヒ純たけ¥.3; J うに ~， Z モ，をれか必快'0'、2町三

の Eらlぶ 1主7ioい守口 EユI¥ 1.ナ。わたしたは，泊¥fも乏してのたき与〔界〉と関

わりを tつ=モこぷりと/・ この?:r~\ 't:.直7杏討l時 L?い く こ ど の 口 う が， 0三ず!と

丈ザ7"<-‘あり. 互コEロタきあ 30 芝うす d二三世. わたしか'Fi念主主主きあち之¥iつ

ごとであ3.0 いやむし 3，をのことにつき・めふう庖貫主的白いおを認:d')ふう。

?を念寺く男J かわたしをあえミタト~j)と'9 3 'r.いうのさ、あLr\/J.ヘ わたし I'J を U~ E 

あり乏もっ 之 ひ き う 門Jう。 わたし lユ.わたしの仕事に4っ Z. かえっ 2f土怠

~(寄与〉左団1役すパ、 さ域内に位三のだ。易Ilr.をと l -Zの社会色 f塁手) IJ， ひとつ

の間十‘た土瓶'色と Lてふ三 3う伊良り 2.'， 之のタトを tっ=どが'(ヲミr'd司そ Lnゆ2、

わたし IJ. 要損土二 ~í~~きの閃志1> Co'仕事左し巳がち. をのマトま82::.L Z 仏ミ).~うこと

に三リ， 士 の 主 民 准E虫害乙. Iì堤堤♂;f3'ことにた子~ 0 三1ftゆ之、 わた ιとわ

た乙の色害容が、買色の紅色e:sl)急く卑〉のとこに産不去っ‘けち U¥~ '1:少さl手足く， わた

しとわたしの仕事が‘そ ~I¥. (7)と、ん忌外苦βE開示し之許せるづっ、/こ， οつ/ぷ Off¥'、C1)" 

収会之し 2 く 3 の Z あ ~o

雲 q 三!二い迂、と\\クとさ，芭ちのた金~瓜ã:;/1d.ごとに亨号、高ハで‘ ぼ込l ¥す.

E二四ち守主~・q 守忌 IT ui.. f主芯ら五l¥e 吃めE汐)，このユJl!.)ヒて 1-1之 t¥ 3，註怠

(込)掌cぅ寺社主主主1のあらゆ 3理性の活性'E， わたしの丘尋に花見員し之おこう。

以土二旬、九二二 ιt;yらぐにわた二三わたしの肉扇乙tι あ 3と Lz)めドラマの

宅主主主的さヲごI('P即時色であ五。 二 ~t\ Z，作業印私大やってラ〉かE主勺之宮市 3"Lか

と!っとかいつことfd.7以1¥仇 L わたしの t号めき~'ffl名目勺広 l' Jトfd...以吋Tにそう吾して

いやがうえにt5ロコオリしてミ!~ょうた〉 Lわた乙 lみび，3....人のち0 に巧~ 'k?'(旦さ

をυ1とL 之掌留し， をう l'2自で?豆艇をと一場すす的たの Z、あ 3。

色?と¥ 豆、~ ¥ちてY‘ウ[¥L. B-添いだ3うと思うか，¥. 二三安否あ川二臥仇げたこと

Geppo 15 V工工

に c玉、 2 老 . 当日'記号室開~， ~σ) r下支が l芯んの土似¥ QちM八すすん官と川

うわ li2:，'/.ユD.¥ ~の(:' .)7) a. 0 る L ミ「同報J 乞宮<手間足、円.理実に近H¥下三か

ちし ~I ¥. T:J 1¥ !) fÞ:設の吟ちよみ~ゥたく今笈にかかっ z あ‘り .m有印良-ê'f-だん

だ、ん丈さく込っ之~，三。 ζ11すバっ之蚊バ"之金、心、之 v¥~人 ιろ尽う 17" ， も L :3 

事いをウきあ 30) 本当ロ作業つるラシの実l習につい之f;， f.S¥ 4"¥ 3.筈2・あ可書三s".

Eうす'いぶん結憶をつ 2>，"Lc L 5ちで-;sI')， 乏 lhlユ ~II二立と占有~ =之にしよう

と思う。

ネ角氏

二 ~Iì 1;-Lつぐに報告し忌円以ぼE らない=三倍、コ下とがも 去耳仇牝口に M1¥

の荷'8.II'を子あ、乙 K出植祉の S玖と白金コ玉三再生1ス恥あった。 Sf¥1立 Fγ モ/才ロ

コ“文 dl 3 ~のわたしのお気支や乏φ Iâ-tY の葦蒋を~¥くつが義人否 v¥之出版互旨17

めてく仇 1三h 灯去あ á" 佐j寄亡きど関豆す ~1宇野君、2-2::. ~Ut陪 .を InE 一周到

という申し出きあヲ f壬サら，医に吃めか~~邑の舎をおし ひ之三工ず51¥蔓片た 0

3司王こ号、 さミさに「同事直」でのぺ、た亡と仇あ 3Y子工の州民 (泡=ち宇干上の M干買と

~I\ 人〉に主悔したとこ三， 宅~ LI ¥ <:'よ 3し¥¥ということ Bの'2"，わたしlユこ U¥己、

都合 2問、童きかけの本 Efをえこん Fきことに"/:}.~o 包同の肉もとをの関係、!てつ

l¥之 IJ-， 芳1包叩きあ ai7、: ぁ、をらく Y宇土 ζ草分 E， 記号'Ill同地"の黒理舌持字予1

1ぐ匙め令~.のこ三賀平切I ::ß闘を子るう部令、 Yこ\， :)臥うにわり s¥dの t3"， ちっ

とt廼実的と思フ。

〉ドネホ

今度新たにNc ~t\ ~ようにちづ 7三5 の:

CN '18 rぐち蕗〉夜行私持1同基本橋図(~) ---矧守在と行為ζげを存....-........1 

C1P止規占ヨミよち Fff哉、 平5'00，-) 

.ro丘によら Q¥ ¥宅約置さ¥ lf lt..p，ま4 入零a方Id-， 宮β蔭:九、閉し足下三Ii0 

HASH工ZUME，Daisaburo 5-9-11， Zaimokuza， Kamakura 248 JAPAN 

Phone 0467-22-1030 YOKOHAMA 51782 CN 100 ￥20.ー/8 pages 

V~l工


